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道
路

細長い敷地を中小規模の駐車場として活
用したものであり、駐車スペースがとら
れていない町家の多い地域 ( まちなか )
で多く見られる。
細長い町家由来の敷地の余剰地を、貸し
駐車場として活用したものである。大き
な共同駐車場が少ないまちなかに多く見
られ、規模は数台程度のものが多い。
駐車場として有効活用しづらい細長い敷
地を分割して利用している例。背後に崖
を抱えていたり、日当たりがよい土地で
は畑として活用されることもある。
建物を除却したうえで砂利敷き・ビニー
ルシートで覆った状態にして放置されて
いる物。接道不良な土地や海沿いの外郭
道路沿いに多く見られる。

まちなかの居住者には必要なものだが、
歴史的な景観の連続性が失われる上、敷
地の形状上、高度な利用が行えていると
は言えない。
住戸と駐車場の両立をしている例だが、
壁面線の後退がとても大きいうえ、前面
に車両が停車しているため、歴史的な町
並み景観への配慮があるとは言えない。
畑として活用されている場合を除き、多
くは駐車スペース以外を放置している現
状となっている。

景観の連続性を遮るだけでなく、多くが
実質的に人が立ち入れないような設えと
なっている。また所有者が遠方または不
明の場合も考えられる。
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